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第第第第 3333 章章章章    現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

            

１１１１    下水道下水道下水道下水道のののの整備整備整備整備状況状況状況状況    

（（（（現状現状現状現状））））    

・ 平成 14 年度末の普及率（行政区域内人口に対する処理区域内人口の割

合）は、83.0％となっており、近年の処理区域内人口は微増となってい

ます。（表２、図４参照） 

・ 土地区画整理事業区域内においては、同事業の進捗状況に合わせて下

水道の整備を行っています。 

・ 今後の整備予定地区（市街化区域内における現下水道事業認可区域外）

は、道路等の社会資本の整備が十分でなく、また、ある程度まとまって

整備できる地区は少ない状況にあります。 

 

            表表表表２２２２    下水道整備状下水道整備状下水道整備状下水道整備状況況況況    

年度

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

 項  目 単位

面      積 ha 28,976 28,976 28,979 28,979 28,979 28,979

人  口 (A) 人 545,647 546,549 547,100 547,591 549,100 550,141

面      積 ha 6,003 6,050 6,111 6,151 6,209 6,366

人  口 (B) 人 441,100 444,800 447,500 449,300 454,300 456,800

件　　　数 件 194,026 197,948 201,982 205,557 208,854 212,340

人  口 (C) 人 417,000 422,600 426,100 431,200 436,400 440,000

対行政区域 ％ 80.8 81.4 81.8 82.1 82.7 83.0

対処理区域 ％ 94.5 95.0 95.2 96.0 96.1 96.3

ｍ3/日 215,490 219,230 204,309 212,040 208,935 198,504

ｍ3/年 57,162,847 58,059,016 58,344,223 58,263,697 58,199,501 58,009,130

ｍ3/日 223,600 223,600 223,600 238,800 238,800 245,600

ｍ 1,748,007 1,764,523 1,786,592 1,801,840 1,818,616 1,886,040

行 政 区 域 内

１ 日 最 大 処 理 水 量

処 理 能 力

汚 水 管 延 長

年 間 総 有 収 水 量

普 及 率(B/A)

水洗化率(C/B)

処 理 区 域

処 理
（ 水 洗 化 ）
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（（（（課題課題課題課題））））     

・ 普及率は、平成 14 年度末において 83.0％に達しましたが、さらに下水

道計画区域における生活環境の改善を実現するため、整備を推進する必

要があります。 

・ 処理区域内の人口は、微増しているものの有収水量はほとんど増加し

ていないことから、下水道の整備が直接下水道使用料の増加に繋がって

いない状況になっています。 

・ 今後の整備予定地区は、事業の効率性を十分勘案し実施する必要があ

ります。 

    

2222    下水道事業下水道事業下水道事業下水道事業をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく社会情勢社会情勢社会情勢社会情勢    

（（（（現状現状現状現状））））        

・ 近年、鹿児島市においても、少子高齢化、出生率の低下などが進み、

人口増加率が低下しています。（図５参照） 

・ 第四次鹿児島市総合計画では、目標年度である平成 23 年度の行政区 

出典：水道・公共下水道事業年報 

図図図図４４４４    人口及人口及人口及人口及びびびび普及率普及率普及率普及率のののの推移推移推移推移 
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域内人口を 57 万人としています。 

・ 近年、節水意識の浸透や景気の低迷などの影響を受け、下水道の有収

水量は伸び悩んでいます。（図６参照） 

・ 過去 10 年間、水道事業の給水人口は増加しているものの、近年、総給

水量は減少傾向にあります。（図７参照） 

（（（（課題課題課題課題））））    

・ 今後下水道の整備を行っても有収水量の伸びが期待できず、下水道使

用料全体の増加が見込めない厳しい状況にあります。 

（千人) 歳 （千人)

（千人) 歳 （千人)
（鹿児島市の統計参照）

13,563
12,842

240,143人 265,217人

258,135人 293,963人
　６５～６９

　６０～６４

12,615
13,257

22,008
22,924
20,334

15,738

13,611
15,667
15,546

10

16,983
21,609
21,892
19,913
18,423
18,999

1,719
3,990

6,892
10,798

15 20 255 0 5025 20 15 10

　５～９

　０～４13,232
14,118

　１５～１９

　１０～１４

20,772

　２５～２９

　２０～２４

19,178
19,602

16,776

　３５～３９

　３０～３４

16,129
15,887

　４５～４９

　４０～４４

20,172
17,903

　７０～７４

　５５～５９

　５０～５４

15,309
20,427

生産年齢人口

年少人口

20,726
18,594
20,444

71 　９５～９９

532 　９０～９４

6,392

19,697

5 　１００　超

老年人口

10,455

1,751 　８５～８９

　８０～８４3,547
　７５～７９

23,539
22,656

13,664
15,883
17,580
17,249
18,292

5
48

109
18
0

340
1,100
2,612

凡　　例

　８０～８４

4,569
6,490

8,354
10,344

23,016

2,989
1,358
495

9,895
7,724
6,503

4,657

17,264
15,006
15,268
13,714

21,103
18,535
20,877

22,603

15 20 250 025 5 5 10

20,464
21,689
19,854

101520

　１５～１９

　１０～１４

　５～９

　０～４

　３５～３９

　３０～３４

　２５～２９

　２０～２４

　４０～４４

　１００　超

　９５～９９

　９０～９４

　８５～８９

図図図図5555　　　　鹿児島市鹿児島市鹿児島市鹿児島市のののの５５５５歳階級別人口歳階級別人口歳階級別人口歳階級別人口

39
391

　７５～７９

　７０～７４

　６５～６９

　６０～６４

　５５～５９

　５０～５４

　４５～４９

(昭和55年10月1日現在）
　　　５０５，３６０人

女女女女男男男男

女女女女男男男男

(平成12年10月1日現在）
　　　５５２，０９８人

S55

H12

   

    

    



- 9 - 

図図図図６６６６    有収水量有収水量有収水量有収水量（（（（汚水汚水汚水汚水））））のののの推移推移推移推移    
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　内 生活用 101,953 106,237 106,922 109,311 110,620 113,271 113,401 113,108 113,884 113,599

　内 営業用 38,994 40,073 40,250 41,029 40,216 39,688 40,096 40,106 39,897 39,173

　内 工場用 6,870 6,424 6,141 5,964 5,775 6,107 6,350 5,976 5,670 6,157
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図図図図７７７７    有収水量有収水量有収水量有収水量（（（（給水給水給水給水））））のののの推移推移推移推移 
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3333    災害対策災害対策災害対策災害対策    

（（（（現状現状現状現状))))    

・ 下水道施設に対する耐震基準が示されたのは、建設省監修の「下水道

施設地震対策指針と解説－１９８１年版－」が最初であり、それまでは、

一般の建築構造物や土木構造物の基準に基づいて設計・施工されていま

した。本市において、この指針が示される以前に建設された処理場は、

錦江処理場、1 号用地処理場、2 号用地処理場、南部処理場脇田分場と、

南部処理場の初期に建設された一部の構造物となっています。なお、「下

水道施設地震対策指針と解説」は、過去の地震災害を契機として見直さ

れています。（表３参照） 

・ 下水道施設が災害時においても機能し、また万一被災しても迅速な復

旧ができるよう、「鹿児島市水道局応急対策指針」を策定するとともに、

これに基づいた「応急対策活動マニュアル」も策定しています。 

（（（（課題課題課題課題）））） 

・ 既存の下水道施設は、その建設当時の基準に基づき必要な対策を講じ

てきましたが、最新の指針に示す耐震性能が確保されているのかどうか、

計画的に耐震診断を行い、耐震対策を検討する必要があります。 

・ 「鹿児島市水道局応急対策指針」に基づいて、地震等による下水道施

設の被災に備えた訓練、備蓄資機材の確保などの取り組みをさらに充実

させる必要があります。 
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表表表表３３３３    耐震対策耐震対策耐震対策耐震対策にににに関関関関するするするする主主主主なななな基準基準基準基準のののの改訂履歴改訂履歴改訂履歴改訂履歴とととと終末終末終末終末処理場処理場処理場処理場のののの建設時期建設時期建設時期建設時期    

年代 地震 終末処理場の建設時期 想定地震レベル

建築
施設

土木
施設

地盤

大正 関東大震災
大１３　市街地建築物法
　　　　　に耐震規定導入

三陸沖地震 昭８　ＲＣ構造計算基準

昭２２ 昭２２　ＲＣ構造計算基準　改訂
昭２３ 福井地震 昭２３　許容応力度　二体化
昭２４

昭２５ 昭２５　建築基準法施行令
昭２６
昭２７
昭２８
昭２９
昭３０
昭３１
昭３２
昭３３ 昭３３　ＲＣ構造計算基準　改訂
昭３４
昭３５
昭３６
昭３７ 昭３７　ＲＣ構造計算基準　改訂
昭３８
昭３９ 新潟地震 （液状化による構造物の沈下・傾斜）
昭４０
昭４１
昭４２
昭４３ 十勝沖地震
昭４４
昭４５
昭４６ 昭４６　ＲＣ構造計算基準　改訂 昭４６　道路橋耐震 中規模
昭４７ 昭４６　建築基準法施行令　改正 　　　　　　設計指針
昭４８
昭４９
昭５０ 移管は昭和６３年
昭５１
昭５２ 昭５２　既存鉄筋コンクリート構造物 昭５２　新耐震設計法
昭５３ 宮城沖地震 　　　　の耐震診断基準・改修設計指針 　　　　　（案）建設省
昭５４
昭５５ 昭５５　道路橋示方書Ⅴ 中規模

昭５６ 昭５６　建築基準法施行令　改正 　　　　　耐震設計編 昭56　下水道施設地震 大規模
昭５７ 　　　　（新耐震設計法） 　　　　　対策指針と解説
昭５８
昭５９ 沈砂池の建設
昭６０
昭６１
昭６２
昭６３
平１
平2 平２　道路橋示方書Ⅴ
平3 　　　　耐震設計編　改訂 谷山第１期設計(H8年度)
平4 （建設省の下水道施設の
平5 耐震設計に準拠）
平6 ※第一次提言（H7.4.11)
平7 兵庫県南部地震 平７　建築基準法施行令　改正 ※第二次提言（H7.8.3)
平8 平８　道路橋示方書Ⅴ 中規模 中規模 ※最終提言（H8.8月）

平9 　　　　耐震設計編　改訂　 平９　下水道施設の耐震 大規模 大規模
平10 　　　　　対策指針と解説
平11 南部22系設計（H11年度)
平12 （平9 下水道施設の
平13 耐震対策指針と解説)
平14 平１４　道路橋示方書Ⅴ　 平14　下水道施設耐震計算例

　　　　　耐震設計編　改訂

錦
江
甲

錦
江
乙

南
部

脇
田

備考
（近年に建設した

構造物の耐震基準）
建築関係の基準改訂履歴 ２

号
谷
山

１
号

日本道路協会関係
の指針の改訂履歴

日本下水道協会関係
の指針の改訂履歴

 

４４４４    水環境水環境水環境水環境    

（（（（現状現状現状現状））））    

・ 本市の主な河川のうち、2 級河川である稲荷川、甲突川、新川、脇田川、

永田川、和田川の６河川について、環境基本法に基づく水質の環境基準

の達成状況を調査しています。これによると、各河川の水質は、近年改 
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善してきています。ただし、稲荷川の水車入口橋において環境基準が達

成されていません。（図８参照） 

 

図図図図８８８８    河川水質河川水質河川水質河川水質のののの経年変化経年変化経年変化経年変化    
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・ 鹿児島湾（錦江湾）では、年数回赤潮が発生し、平成 14 年度には２回

観測されています。 

・ 谷山処理場では、新しい水処理技術の導入により、一般的な標準活性

汚泥法より高度な処理（嫌気好気運転：特にリンの除去に優れている）

を実施しており、他の処理場と比べ放流水の水質は良好となっています。

（図９参照） 

・ 1 号用地処理場の放流水は、他の処理場と比べ、ＣＯＤ（化学的酸素要

求量）やＴ－Ｐ（全リン）などの除去率が悪くなっています。 

 

図図図図９９９９    放流水放流水放流水放流水のののの平均水質平均水質平均水質平均水質（（（（H14H14H14H14 年度年度年度年度））））    
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（（（（課題課題課題課題））））    

・ 河川の水質改善のためには、流域内の生活排水の対策が重要であり、

公共下水道整備の推進と、合併処理浄化槽の設置促進がさらに一体とな

った取り組みが必要です。 

・ 効率的でより良好な水処理を行うため、優れた水処理技術の導入を図

る必要があります。 

 

 


